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1.  研究背景 

企業研究とは、自分の就職したい企業について調べる行為全般を指す言葉である。企業

研究を行う利点としては様々な理由が挙げられる。まず、目指している職業には、ほとん

どの場合複数の企業が存在しているため、それぞれの企業について、同業他社との違いを

比較することで、その企業の強み・弱み・特徴などが見えてくる。就職後の待遇が良い企

業を見つけることはもちろん、その企業について詳しく知っていれば、就職試験について

も有利に動くことができる。 

企業研究の手段としては、いくつかの方法がある。 

 大学の求人 

 合同企業説明会 

 就活ナビサイト 

が代表的であると言えるだろう。 

まず、大学に届いた求人情報の利点は、学科との合致性にあるだろう。自分の学んでい

る学問に関係する系統の求人が多いため、大学で学んだことを活かせる仕事が多く見つか

る傾向にある。欠点としては、利点と対照的に、学校の分野と関係のない求人はあまりな

く、多様性に欠ける傾向にある。 

次に、合同企業説明会の利点は、直接企業の社員と会話ができる点だろう。資料にはな

い様々な情報が得られるため、情報の「深さ」については特に優れている。しかしその分、

実際に訪れることができる企業数は限定的であり、また、開催されている場所によっては

交通費や時間の負担が大きくなる傾向にある。 

最後に、ナビサイトを利用した企業研究についてである。他の 2つに対して、閲覧でき

る企業数については大きなアドバンテージがある。多種多様な業種・職種を網羅し、勤務

地も全国カバーしている。同時に起こる問題として、ヒット数が多いことが挙げられる。

極端な条件で絞らない限り、数十件から百件以上の検索結果が得られることが多く、その

すべてをチェックしていくには大変な労力を要する。 

このように、それぞれの手段に利点、欠点が存在しているが、この中でも特にナビサイ

トは、情報をカバーできる範囲の広さから、多くの学生が利用している。 

しかし、上記の通り、ナビサイト上での企業検索はヒット数が多いため、ユーザーに要求

される時間的な負担は大きい。また、情報を閲覧するためにはその都度ページを開かなけ

ればならないため、複数の企業の情報を比較しようとするとその労力はさらに増してしま
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う。 

そこで、本研究では、データの自動収集と一覧表示、データソートなどの機能を持った

システムを開発し、ユーザーの支援を目的とした研究をおこなった。 

 

2.  問題定義と研究目的 

2.1.  問題定義 

ナビサイトでの企業研究において、問題となっている点を整理する。 

問題 1：すべての企業情報をチェックするのは難しい 

サイトによって登録している企業の数は異なるものの、すべてのサイトが 10000 件を

超えている。そのため、条件をある程度絞って検索しても多くの企業がヒットしてしまい、

すべてをチェックするには膨大な時間がかかってしまう。 

問題 2：企業情報の比較が難しい 

企業検索を行う際、ナビサイトでは、検索の条件を入力した後、会社名の一覧が表示さ

れ、そのリンクを選択することで、選択した企業の情報が別タブ・ウィンドウで表示され

るという流れになっている。このサイト構成は、選択した企業の情報が詳しくみられると

いう点では優れているが、多数の企業を比較しなければならない場合では、作業効率を低

下させてしまう。 

問題 3：複数のナビサイトをチェックしなければならない 

企業がナビサイトに登録するためには、登録料がかかるため、1つの企業はどこかひと

つのサイトに登録するというケースが多い。 

そのため、ひとつのサイトだけでも多くの企業情報を閲覧しなければならないのに、さら

に複数のナビサイトをチェックしなければならないという状況になっている。このため、

一定の件数で情報収集をやめてしまう学生もおり、企業との出会いの場が失われている場

合もある。 

 

2.2.  研究目的 

本研究では、上記の問題を解決するために、企業研究の効率化を行うシステムの開発を

目的とする。 

提案 1：データのソート機能 

すべての企業情報をチェックできないのは、企業の登録件数の多さが要因の一つである

が、直接の原因は、「検索後に」表示される件数が多いからである。その解決策の 1 つと

して、データのソート機能が挙げられるのではないかと考えた。例えば、勤務地などの項

目であれば、検索時に条件を入力することで件数を絞ることができるが、給与などの「数

値」で表現される項目については、検索の段階では絞り込むことができず、問題 2で取り

上げたように、1件ずつ開いてチェックする必要がある。 

そのため、データソートが行えるようになれば、一定の数値に満たない企業をチェック
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せずに済むため、通常の検索で絞り込んだ件数を、さらに少なくすることができる。 

提案 2：データの一覧表示 

問題 2 で取り上げた通り、多数の企業情報を比較する際、検索した企業の一覧から、1

件ずつ表示させなければならないため、非常に時間がかかってしまう。 

そこで、企業情報を、一つの表に一覧で表示にすることができれば、余計な操作を省き、

同時に、視覚的に比較しやすくなるのではないかと考えた。 

提案 3：データの統合 

複数のナビサイトを閲覧することは、多くの学生にとって、時間の消費量やモチベーシ

ョンの面から、大きな負担となっている。そこで、複数のナビサイト上の企業情報を一元

的に統合し、フォーマットを統一することで、問題を緩和できると考えられる。 

提案 4：データの自動収集 

提案 1～3 の手法を、企業研究の効率化のために提案したが、企業情報をユーザーが直

接入力して行ってしまうと、その意味をほとんど成さなくなるため、企業データはシステ

ムによって自動収集するべきである。 

 

3.  本研究で検討すべき課題と対策 

「2.問題定義と研究目的」で取り上げた問題の、技術的な課題についてまとめる。 

3.1.  課題 1：収集対象の企業の選択 

ナビサイト上には、数万件もの企業データが存在するが、システムを利用するたびに全

ての情報を収集すると、時間も容量も莫大なものになってしまう。そこで、次のような対

策を提案する。 

対策：ブラウザ GUIによる検索 

「Excel VBA と Internet Explorerの連携」の機能の中に、「Excelのフォーム上にブラ

ウザを表示する」というものがある。この機能と、ナビサイトへのリンクのボタンを一体

化した、「ブラウザ GUI」を開発し、ユーザーが必要な企業の情報を、実際にナビサイト

上で検索してもらい、その検索結果に残った企業を対象にデータ収集することで、必要最

低限な件数の情報を集めることが可能となる。 
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3.2.  課題 2：複数ウェブページにまたがる企業情報の抽出のルール化 

「HTMLソースから見た、ナビサイトの構造」で、aタグによって各ページが繋がって

おり、情報ページに企業情報があることが分かった。本項では、その企業情報をどのよう

にして取り出すかについて述べる。まずデータ取得の最終目標である採用情報があるペー

ジにたどり着くために、リストページに表示されている、企業のトップページへのURL(以

下企業 URLと表記)だけを取り出す必要がある。 

対策 A：企業 URLの特定 

まず、企業URLは aタグで記述されているという点に着目する。また、企業 URL以外

にも、企業の特集ページや、別サイトへのリンクなど、様々な aタグが存在するという特

徴がある。つまり、リストページのすべての aタグから、企業URL以外の aタグ(以下ノ

イズと表記)をはじけば、企業 URLだけを取得できるということになる。説明の便宜上、

工程をステップ①とステップ②に分けて説明する 

図 1： ブラウザ GUI 
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ステップ① 

まず、おおまかにノイズをはじくために URLでの選別を行う 

たとえばリクナビの場合、情報ページの URLは

「https://job.rikunabi.com/2017/company/top」で始まるため、hrefに記述されているURL

が一致しない aタグを除外する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ② 

さらに細かいノイズをはじくため、ステップ①を通過した aタグをさらに innertextの中

身で判別する。リクナビの場合、①を通過できるのは、「企業名と企業URLが入った aタ

グ」と、「企業へのアクセスを促すための aタグ」の 2種類である。(本文編集時点でサイ

トの構成が変わり、「企業へのアクセスを促すための aタグ」が無くなったため、画像は

疑似的に再現している。また、抽出処理は同じ原理で動いている。) このままでは同じ

URLを 2つ取得してしまうため、「企業へのアクセスを促すための aタグ」を除外する。

この aタグは innertextが「詳細ページを見る」で統一されているのが特徴である。つま

り、aタグの innertextが「詳細ページを見る」である aタグを除外すれば、①と併用す

ることで、企業 URLのみを抽出することが可能である。 

href：https://job.rikunabi.com/2017/company/top/r723700038/ 

href：https://job.rikunabi.com/2017/company/top/r723700038/ 

href：https://job.rikunabi.com/2017/company/seminars/r406620028/ 

href：https://job.rikunabi.com/2017/mypage/reflection/regist/ 

図 2：リストページの aタグの href 
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ステップ①、②で取得したaタグのhrefと innertextをExcelシートに格納することで、 

それぞれ「企業 URL」「企業名」を保存することができる。また、例ではリクナビを取り

上げたが、ノイズ除去に利用するURLや innertextの条件が異なるだけで、他のサイトで

も同じ理論を利用している。 

 

対策 B：採用情報の特定 

対策 Bに関しては、特定までの段階をステップ①と②、③に分けて記述する。 

ステップ① 

A-1で、情報ページの URLの取得に成功した。この URLを利用して採用情報を取得す

るまず、最初に気をつけなければならないのは、Aで取得した URLを、そのまま利用す

るだけでは、採用情報が得られないことだ。なぜなら、取得した URLは、厳密には企業

情報が載っているページで、採用情報が載っているページではないからである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

innertext：株式会社 TSP 

innertext：詳細を見る 

図 3: ステップ①を通過した aタグの innertext 

図 4： 2種類の URL 
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しかし、採用情報のURLには、取得URLと共通する部分がある。それは、各企業を判

別するための「番号」の部分である(以下企業番号と表記)。これは、研究対象のナビサイ

トすべてに共通する仕様である 

 

 

 

 

 

そこで共通点に目をつけ、取得URLから採用情報を生成する手法を確立した。まず、A

で取得した URLを準備し、その中から、URLを構成する成分のうち、企業番号だけを取

り出す。 

 

 

 

 

 

そして、あらかじめ Excelシート内に変換後の URLの原型を記述しておき、「企業番号」

を埋め込むことで、採用情報が載っているページの URLを生成する。 

 

 

 

 

ステップ② 

生成された URLに対して、VBAを利用して自動でアクセスする。そして、アクセスし

たページの中にある、採用情報を特定する手法を説明する。 

まず、採用情報は文字列であり、tableタグを利用して書かれている。また、記述のル

ールとして、以下のように並んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5：企業番号の位置 

図 6：企業番号の抽出 

図 7：番号の埋め込み 

図 8:  tableタグの模式図 
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つまり、「採用人数」などの、表の見出しを tableタグ内で文字列検索し、その次の文字

列を取得すれば、採用情報を得られるということになる。 

あらかじめ Excelシート内に見出しとなる文字列（入手したい項目）を格納しておき、そ

れを参照して検索を行えば、必要な採用情報を取り出せるようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして、図の 9.で示したように、要素は連番で構成されているため、文字列検索でヒッ

トした要素の次の要素を取得すれば、その内容が取得できる。 

 

 

図 9：シートからの参照 
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HTML文では次のようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ③ 

給与などの、採用条件に関する情報はステップ②で収集したが、会社の設立年や資本金

等の情報は、企業のトップページに記載されているため、もう一度企業のトップページに

アクセスし、ステップ②と同様の手段で収集を行う。 

 

3.3.  課題 3：それぞれのナビサイトの企業情報の統合 

取得したデータは、リクナビ、マイナビ、キャリタスそれぞれのシートに保存されるが、

このままでは、順次切り替えながら閲覧しなければならず、手間がかかる。 

 

対策：一つのシートに統合する。 

一度別のシートに保存することで、どのサイトからいくつのデータが取れたかの確認や、

それぞれのサイトの仕様が変わった時の対処が簡単になる。 

シートの名称はユーザーの任意に書き込みが可能で、一度ユーザーに名前を決めてもらう

ことで印象に残りやすく、後でチェックする際にも分かりやすくなる。 

図 10：Web上の位置と、HTML文上の位置 
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ただし、Excelの仕様上、同じシート名は使用できないので、重複を防ぐため、ユーザ

ーの記入した名前の後ろに、現在時刻をシステムが自動で入力する。 

例えば、「システムエンジニア」とシート名を入力し、「12時 34分 56秒」に作成した場

合「システムエンジニア-123456」というシート名で保存される。 

また、統合されたシートの作成時にユーザーがメモを残せるようにできており 

 

 

図 11：シート名記入フォーム 

図 12：検索条件のメモ 
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「長崎の企業」「土日休みの企業」のように、検索したときの条件を簡単にメモできる。 

これにより、同じ業種で、細かい条件を変えて検索したときでも、後からわかりやすくな

る。 

Excelは、長い文章を表示させようとすると、セルのサイズが大きくなり、全体として

大変見づらいものになってしまう。そのため、セルのサイズはできるだけ小さくし、セル

をダブルクリックすることで、セルの中身をメッセージボックスで表示できるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. まとめと今後の研究課題 

  まとめ 

本研究の目的は、就活ナビサイトを利用した企業研究における①登録情報数の多さ②デ

ータ比較の不便さ③複数のナビサイトをチェックすることのわずらわしさの 3つの問題を

解決するために、企業情報の自動収集・統合システムの研究開発を行った。その解決策と

して、①の問題は、データのソートによる選別や、選択した企業だけをまとめる機能など

で対策を行い、通常の検索では絞り切れない項目に対しても高い効果を発揮することがで

きた。②においては、一覧表示することで比較しやすくなり、ページをその都度開く必要

もなくなったため、効率的な比較を可能にした。③の課題に関しては、データの自動収集

と統合を行う機能によって、一つのワークシートで複数のサイトの情報を閲覧できるよう

になった。 

本システムは、階層化されたウェブページ上のデータを自動収集し、シートに格納する

という特徴を持つため、検索条件となる文字列などを変更するだけで多様なウェブサイト

に対応が可能となっている。そのため、今後様々な研究が見込めるだろう。 

 

今後の展望 

動作条件を変更することで様々なページに対応可能であるため、いくつかの研究が見込ま

図 13：ダブルクリックでの表示 
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れる。例えば、本研究の収集機能はそのまま生かし、研究対象だけを変更することで、

「Amazon」「楽天」などのショッピングサイトの商品情報収集・統合や比較などは、サイ

トの構成も似通っているため、手軽に挑戦できるだろう。 

「自動収集機能」に着目するならば、より多様なウェブサイトに対応するため、検索条

件・抽出条件の体系化を図ることで、コンピュータに詳しくない人でも直感的に情報収集

ができるプログラムが開発できるかもしれない。その場合は、HTMLの階層の深さの設定

や、取り出すタグの種類などをワークシート上で定義できるようにすることが、課題とな

るだろう。 

「書式の統一機能」においては、すでに条件をある程度体系化しているため、より使い

やすい形にまとめることができれば、データベースなどの、項目が入り組んだデータ形式

に対して、「文字列操作」を一気に行えるプログラムの開発ができると考えられる。 
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